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１ はじめに

本校に赴任して４年目、平成18年度入学生を３年間持ち

上がった後、今年度は再び１年生の担任をしている。昨年

までは理系の生徒が主であったため、模試や入試への対策

を中心とした指導を行ってきたが、今年は新入生の数学の

学力がやや低いこともあり、基礎基本の徹底を軸に指導を

進めている。本校の教育課程では１年生は全員、数学Ⅰを

３単位、数学Ａを２単位の計５単位の授業時数で教科指導

を行っている。標準単位数と同じ単位数ではあるが、１年

生の数学の学力を鑑みて進度を考えると、力をつけるだけ

の十分な演習時間は確保できない。また、日頃の学習がで

きておらず、定期考査や月例テスト等への取り組みも例年

以上に偏っており、数学に対する意欲を感じる答案が少な

いのが現状である。訂正ノートに至ってはただ解答を写す

だけになっている生徒がいることも間違いない。そこで、

もはや生徒にとって「やっつけ仕事」になってしまってい

る訂正ノートにメスを入れ、日頃の学習に対しても言及す

べくこの研究を行った。

２ 研究の概要

中学数学の訂正ノートに「正誤表」があったことを思い

出し、そこに生徒の得点率・正答率を載せ、学習の取り組

みへの反省を促すアンケート項目を加えた。アンケートの

項目は右記の通りである。

日頃の数学の学習についてのアンケート(○をつける)

１．授業の予習はできているか？

５段階評価（１・２・３・４・５）

２．授業の復習はできているか？

５段階評価（１・２・３・４・５）

３．授業中の取り組みはどうか？

５段階評価（１・２・３・４・５）

４．一日の平均学習時間(平日)は？

(1) 0分 (2) ～30分 (3) ～1時間

(4) ～1時間30分 (5) それ以上

５．一日の平均学習時間(休日)は？

(1) 0分 (2) ～30分 (3) ～1時間

(4) ～1時間30分 (5) それ以上

数学のテストについてのアンケート(○をつける)

１．今回のテスト勉強はどのくらいしたか？

(1) 1時間未満 (2) 1～2時間 (3) 2～3時間

(4) 3～4時間 (5) 4時間以上

２．テストは難しかったか？

(1) すごく難 (2) やや難 (3) 普通

(4) やや易 (5) すごく易

３．時間は足りたか？

(1) 全く足りず (2) 少し足りず (3) 普通

(4) 少し余った (5) 余裕

～ ～～ ～

上記のようにＢ４の上半分に印刷し、その下の余白に解き直しをさせる。次頁以降に生徒の提出例を示す。
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図1の生徒は、中学時苦手だった数学を克服しつつある。

それまでのテストではクラス平均を超えたことがなかった

が、予習や復習を徹底し、数学に対する日頃の取り組みを

見直した結果、少しずつ基礎基本が定着してきた。

図2の生徒は、比較的数学が得意であったが、授業のみ

の学習であったため高校で伸び悩んでいた。日頃の学習方

法を少しずつ改善することで実力がついてきた。

図3の生徒は、それまでしていなかった予習・復習をし

てみることで、劇的にテストの得点が変わったことに驚き、

また次回へのやる気が感じられる。

｢毎日の復習が大切だということが改めて分かった｣｢毎

日勉強した成果が出て良かった｣等、どの生徒も一様に提

出時の反省・感想の中で、授業外での日頃の学習の大切さ

を実感しており、狙い通りである。



上表は Excel で作成した簡単な入力シートである。雑多

な表だが、入力・計算をするだけの表なのでこの程度で十

分である。この表の下に、生徒に配布するＢ４プリントの

表が存在する。その表では、得点率・正答率の低い問題は

目立つようになっている(50%未満は斜体太字、30%未満

はさらにセルに色がつくように書式設定)。

テストごと、小問ごとに毎回得点率・正答者数・正答率

を算出、そのクラスにおいて何ができていて何ができてい

ないのかを明らかにし、そこを重点的に解説して類題を解

かせるなど、克服に努めている。訂正ノート作成の際には、

答案に訂正をさせるのみならず、その後このプリントに必

ず解き直しをするよう指導している。また、数字を追って

いくことで、どの部分の指導が足りなかったか等、自身の

授業内容の反省材料としても役立つ。

先日、自宅の押し入れの中から私の高校時代の訂正ノー

ト(数学)を発見した。毎回のようにテストに対する反省の

弁(言い訳？)が述べられており、その下には時々教科担任

のコメントが寄せられていた。当時と立場が変わった私は

それを読みながら恥ずかしくなったが、コメントをもらっ

て嬉しかったことはよく覚えている。訂正ノートを返却す

る際、少々忙しくとも、マメにコメントを残すことは必要

だと再認識した。

３ まとめと今後の課題

この取り組みは、前任校より通算して今年で実は７年目

となる。データの処理スピードは早くなったものの、その

膨大なデータを最大限有効活用できていないように思う。

また、他教科の訂正ノートも参考にするなど、違った角度

からも見つめ直し、よりよいものにしていきたい。

日頃の数学の学習についてのアンケートをとりはじめた

のはごく最近のことであり、データはまだ少ないが、今後

ある程度蓄積した段階でデータを整理し、いろいろな数字

との関連性を考えていきたい。アンケート項目にも改良を

加え、実りある復習活動の一助となるよう研究を重ねたい。


